
第
五
十
一
回

北
原
白
秋
顕
彰
短
歌
大
会
募
集
要
項

選　

者

応
募
先
・
問
合
せ
先

一
人
一
首
、
自
作
で
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す

作
品
の
訂
正
及
び
取
替
え
は
い
た
し
ま
せ
ん

千
円　

定
額
小
為
替
（
郵
便
局
で
購
入
で
き
ま
す
）

令
和
三
年
九
月
一
日
（
水
）　

※

当
日
消
印
有
効

伊
藤
一
彦
選
・
小
島
ゆ
か
り
選
・
高
野
公
彦
選
・
互
選

各　

天
賞
一
首
、
地
賞
二
首
、
人
賞
三
首
、
佳
作
五
首

入
賞
作
品
は
作
者
に
通
知
し
、
大
会
当
日
に
表
彰
を
行
い
ま
す

応
募
者
へ
は
大
会
終
了
後
、
詠
草
集
を
送
付
し
ま
す

伊
藤 

一
彦 

氏

小
島 

ゆ
か
り 

氏

高
野 

公
彦 

氏

期　

日

会　

場

講　

師

令
和
三
年
十
一
月
二
日
（
火
）
受
付 

十
二
時
三
十
分

講
話 

十
三
時　

表
彰 

十
五
時　

閉
会 

十
六
時

〒
八
三
二
ー
〇
〇
五
八

福
岡
県
柳
川
市
上
宮
永
町
四
三
ー
一

柳
川
市
民
文
化
会
館　

水
都
や
な
が
わ

柳
川
市
民
文
化
会
館　

水
都
や
な
が
わ　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

柳
川
市
上
宮
永
町
四
三
ー
一

伊
藤 

一
彦 

氏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
変
更
ま
た
は

中
止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

第
五
十
一
回　

北
原
白
秋
顕
彰
短
歌
大
会
詠
草
用
紙

住　

所

確　

認　

事　

項

氏　

名

〒

電　

話

年　

齢

性　

別歳

１．歌はふりがなも詠草集に載せますか

２．１１月２日（火）短歌大会へ参加しますか

３．この大会を何でお知りになりましたか

※ご確認ください

□　全ての欄にご記入いただいてますか

□　誤字、脱字等ありませんか

　　出詠後の訂正、取替え等はできません

□　出詠料（定額小為替）は同封されていますか　

　

受付番号

①載せる　　　②載せない

①参加する　　②欠席する

①市からの案内　　②ポスター、チラシ

③市の HP　　　　 ④口コミ

⑤その他（　　　　　　　　）

〒８３２－００５８

柳川市上宮永町４３－１

柳川市民文化会館　水都やながわ

北原白秋顕彰短歌大会事務局　御中

ご投稿の際に、宛先として

切り取ってご利用ください

男・女

歌
人
、
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
館
長

歌
集
「
微
笑
の
空
」
「
月
の
夜
声
」
「
土
と
人
と
星
」
な
ど
。

第
四
十
二
回
迢
空
賞
、
第
十
回
寺
山
修
司
短
歌
賞
、

第
五
十
七
回
毎
日
芸
術
賞
、
第
三
十
三
回
詩
歌
文
学
館
賞
な
ど
を
受
賞
。

歌
人
、
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
編
集
人

歌
集
「
天
泣
」
「
水
苑
」
「
河
骨
川
」
「
流
木
」
な
ど
。

第
三
十
五
回
迢
空
賞
、
第
一
回
若
山
牧
水
賞
、
二
〇
〇
四
年
紫
綬
褒
章
、

第
六
十
六
回
読
売
文
学
賞
な
ど
を
受
賞
。

歌
人
、
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
選
者
、
編
集
委
員

歌
集
「
希
望
」
「
憂
春
」
「
馬
上
」
「
六
六
魚
」
な
ど
。

第
五
回
若
山
牧
水
賞
、
第
四
十
回
迢
空
賞
、
二
〇
一
七
年
紫
綬
褒
章
、

第
六
十
七
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
。

出
詠
料

締　

切

賞発　

表

作　

品

詠
草
用
紙
に
、
作
品
、
そ
の
他
必
須
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
応
募
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い

用　

紙

応
募
方
法

入　

選

住　

所

電
話
番
号

〇
九
四
四
ー
七
七
ー
八
八
三
六
（
直
通
）

講
話
・
表
彰
式


